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第９７号（２面）２０１３年５月６日


発行:調布九条の会「憲法ひろば」


E-Mail：chofu9jou@yahoo.co.jp　WEBサイトhttp://www.geocities.jp/chofu9jou/index.html





*******************************************************************








　●　アベノミクスという言葉が騒ぎ立てられるようになって、唐突にもわたしの頭に浮かんだのは「ハチノムサシは死んだのさ」という70年代のはじめ頃に流行した歌だった。この歌もなんのことを歌っているのかよくわからなかったが、アベノミクスもさっぱりわからない。しかし、わたしは経済音痴ですから、などとすましてはいられない昨今の緊迫した政治状況である。「アベノミクスとこの国のあり方を考える」のテーマどおり、わたしも考えなければならないが、熊沢先生のお話をうかがっているうちに、だんだん不安になってきた。政府の経済政策や数字が頭を素通りする中で、「八月になったら増税と社会保障切り下げがあります」「八月以降は医療介護から認定１と２をはずします」……わが身に切実な事柄だけが重くのしかかってくる。いつのまにか会場もしーんと静まりかえっている。そこへ後ろの方から聞こえてきた深い深いため息に一同、大笑い。そう、わたしたちには笑い飛ばす力がある、同じ志しにつながる仲間がいる。反原発、憲法改悪反対など、ひとつひとつの行動を大切に、近い将来、「アベノミクス死んだのさ」と歌いたい。それから二日後のある集会では「We  shall overcome」を全員で歌った。わたしたち世代にとってはベトナム反戦運動のときに歌った懐かしい歌である……。もう年だからなどとは言っていられない。（柴崎・大井靖子）


　●　詳しい資料いっぱいのレジュメ、懇切なお話、たいへん勉強になりました。金融緩和、株価上昇、円安等、参院選前と後の経済変動について解説されました。大企業の一時金アップ、ローソン等の賃上げなどがあっても、われわれ一般庶民に押し寄せてくるものは、給料上がらず、物価上昇、増税、社会保障負担増であって「良くはならない」という予感がありましたがお話を聞いてそのことを確信しました。経済学に関わる用語についてはまだ難解なところが残っておりますが、「戦争をする国にしないために九条改悪を阻止しよう」という側面ばかり頭にあった私にとって、「アベノミクスが戦争できる国にするための経済政策である」という認識を強くすることができたお話でした。日米政財界の期待に応えて戦争をする国にするためには一般国民を苦しめることになってもかまわないというのが安倍極右内閣の本質でありましょう。安倍内閣はこの正体に煙幕を張り、自民を支持すれば生活がよくなるという幻想をふりまき、議会内の多数派を作ろうとしています。南京陥落の提灯行列に万歳を叫んだ軍国少年であった私に、メディアの支援をとりつけながらの安倍内閣の「国民だまし」の手法は、「われらの最後の希望ヒトラー」とドイツ労働者にいわしめたヒトラーや、天才的宣伝相ゲッペルスの手法を思い出させます。なんとしてもこれに負けずに「平和憲法を活かし、安心して子どもが産め、育てられる国をつくろう」という目標を掲げ、工夫をこらし、大同団結して様々な活動をしなければ・・・という気持ちを強くしました。（狛江市　寺尾浩次）


　●　アベノミクスの｢負｣の要素を宣伝しなければ！　｢経済｣の話は…とやや敬遠しがちでしたが、熊澤さんの説明は明快で、「アベノミクス」の危険を伴う特徴がよく分かりました。財政や税金については、憲法が規定しているので政府が勝手なことはできないことやいま狙われている増税と国債乱発路線は憲法に違反する戦争経済体制だと言う指摘などはよく知らなかったことで、大変勉強になりました。物価が上がり、消費税もアップ、年金は減らされ、賃金上昇の保証はないなど低所得者ほど不安になる「アベノミクス」。「株が上がり、景気がよくなる」などの宣伝に惑わされることなく、こうした「アベノミクス」の「負」の要素を多くの人たちに知ってもらう必要がある、と強く思いました。よいお話を聞かせていただき、ありがとうございました。


　　　　（Ｔ・Ｍ）

















二〇一三年四月二七日


 　　   　第八一回例会














　　交流コーナー


憲法集会に参加


　五月三日、日比谷公園での憲法集会は三千五百人の参加。「憲法ひろば」の野外参加組は例年通り新宿に集合して、新緑の中で大型スクリーンを通して集会に参加しました。その後のパレードは入場組と合流して銀座通りを鍛冶橋まで。


アウシュヴィッツ･ベルリンの旅


　三月二一日から二八日のこの旅行には一二人が参加しました。目下、報告文集を編集中。六月八日のたづくりのおまつり（六月例会）に合わせ発行予定です。





　◆ 市内の九条の会の 情報をお寄せ下さい














